
北上川のヨシ原（北上）

長面海水浴場（河北）
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特
集
�

石巻市非核平和都市宣言
市では、世界の恒久平和と幸福を願い、平成17年９月６日に非核平和都市宣言を行いました

　全世界の平和と安全の維持は、人類共通の願望です。しかしながら核兵器は、私たちの命を育むこの地球上に依然

として配備され、深刻な脅威をもたらしています。日本は、世界で唯一の核被爆国として再び惨禍を繰り返させない

ために、核兵器を持たず、作らず、持ち込まさずの非核三原則を遵守するとともに、核兵器の恐ろしさを全世界に訴

え、核兵器廃絶に積極的な役割を果たさなければなりません。このことから、石巻市は、核兵器の廃絶を求め、世界

恒久平和実現を願い、非核平和都市宣言を行いました。宣言文は、次のとおりです。

 非  核  平  和  都  市  宣  言 
ひ かく へい わ と し せん げん

 川  開 き 祭 りの 花  火 が 北  上  川 を
かわ びら まつ はな び きた かみ がわ

 彩 り
いろど

 長  面  海  岸 の 白  砂 が 夏 の太
なが つら かい がん はく しゃ なつ たい

    陽 にきらめく
よう

 峠 
とうげ

 崎 から 望 む 海  原 は心
さき のぞ うな ばら

   
こころ

を 世  界 に 誘 い
せ かい さそ

 旭 
あさひ

 山 の 四  季 は
やま し き

 郷 
きょう

 土 に 色  彩 を 添 える
ど しき さい そ

はねこ 踊 りに 子  供 たちの 歓  声 が 華 やぎ
おど こ ども かん せい はな

 朝  日 に 光 るヨシ 原 に
あさ ひ ひか はら

 瞳 が
ひとみ

 輝 く
かがや

そして 金  華  山 を 渡 る 風 が 原  生  林 をゆらす
きん か さん わた かぜ げん せい りん

 豊 かな 自  然 に 恵 まれた
ゆた し ぜん めぐ

 私 たちの
わたし

 郷 
きょう

 土 には
ど

 幸 
しあわ

せな 暮 らしがある
く

いま 地 
ち

 球 
きゅう

をおおう 核  兵  器 は
かく へい き

あらゆる 幸 せとすべての
しあわ

 命 を
いのち

 一 
いっ

 瞬 
しゅん

にしてこの 世 から 奪 い 去 る
よ うば さ

 花 や 木 も 幼 な 子 の
はな き おさ ご

 命 さえも
いのち

 子  供 たちの 未  来 をみつめ
こ ども み らい

 世  界 の 人  々  と 手 をとり 合 い
せ かい ひと びと て あ

 恒 
こう

 久 
きゅう

の 平  和 と
へい わ

 再 
ふたた

び 被  爆  者 をつくらないという 思 いを 込 めて
ひ ばく しゃ おも こ

 核  兵  器  廃  絶 を
かく へい き はい ぜつ

 心 
こころ

から 願 う
ねが

 私 
わたし

たちの 愛 と
あい

 命 の
いのち

 営 みが
いとな

 永遠 にうけつがれるために
えいえん

この 市  民 の 声 を 石巻市  非  核  平  和  都  市  宣  言 とする
し みん こえ いしのまきし ひ かく へい わ と し せん げん

　

掲
示
用
の
非
核
平
和
都
市

宣
言
文
を
印
刷
い
た
し
ま
し

た
。

　

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

 
　

市
民
活
動
推
進
課

　
　

（
内
線　

）
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問

金華山（牡鹿）

峠崎自然公園（雄勝）

川開き祭り（石巻）

県立自然公園旭山（河南）

はねこ踊り（桃生）
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牡
鹿
地
区
総
合
福
祉
パ
ー
ク

牡
鹿
交
流
セ
ン
タ
ー 
Ｈ
Ｏ
Ｔ 　
  
が

ほ
っ
と
ま
る

　

月
１
日
オ
ー
プ
ン

11
　

太
平
洋
が
眺
望
で
き
る
鮎
川
浜
の
清
崎
山
に
位
置
し
、
海
洋
風
景
を
活
か
し
た

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

月
中
は
無
料
開
放
し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11

　

牡
鹿
地
区
総
合
福
祉
パ
ー
ク
に
は

こ
れ
ま
で
『
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 
清

優
館
』、『
市
立
牡
鹿
病
院
』、『
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム 
お
し
か
清
心
苑
』

が
開
設
さ
れ
て
お
り
、『
牡
鹿
交
流
セ

ン
タ
ー  
Ｈ
Ｏ
Ｔ  

』
は
、
市
民
の

　

ほ
っ
と
ま
る

交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
健
康
増
進

を
目
的
に
、「
温
水
プ
ー
ル
」、「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
」、「
浴
室
」、

「
休
憩
室
」、「
図
書
館
」
が
整
備
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て

の
年
代
が
憩
い
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 
Ｈ
Ｏ
Ｔ  

は
？　

�
�
�
�
�
�

　

ほ
っ
と
ま
る

　
　

『
牡

鹿

交

流

セ

ン

タ

ー 

 
Ｈ
Ｏ
Ｔ  

』
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

　

ほ
っ
と
ま
る

者
ま
で
多
く
の
人
が
集
い
、
そ
し
て

交
流
を
図
り
、
人
の
輪
が
広
が
る
温

か
い
（
方
言
＝
ほ
ど
ま
る
）
施
設
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

● 
施
設
の
概
要 
●
●
●

温
水
プ
ー
ル　

�
�
�
�
�
�
�
�

　

水
深
を
変
え
ら
れ
る
可
動
床
の
温

水
プ
ー
ル
で
、
年
代
を
問
わ
な
い
利

用
形
態
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
海
水
を

使
用
し
た
寝
湯
風
呂
や
幼
児
用
プ
ー

ル
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー　

�
�
�

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
健
康
増
進
に
効
果

の
あ
る
運
動
器
具
や
、
体
脂
肪
計
、

血
圧
計
な
ど
、
健
康
管
理
の
た
め
の

機
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

浴　

室　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

浴
室
か
ら
は
太
平
洋
が
眺
望
で
き
、

さ
ら
に
サ
ウ
ナ
も
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

図
書
館　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

自
然
素
材
を
採
用
し
た
ぬ
く
も
り

の
あ
る
空
間
に
は
、
１
万　

冊
の
蔵

800

書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
ク
ジ
ラ
関

係
の
図
書
が　

冊
。
ほ
か
に
も
Ｄ
Ｖ

840

Ｄ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

休
憩
室　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

運
動
や
入
浴
の
後
に
ゆ
っ
た
り
と

く
つ
ろ
げ
る
、
広
さ　

畳
の
フ
ロ
ア

80

で
す
。

開
館
案
内　

�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
曜
日
（
休
館
日
前
日
）

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

10

火
〜
土
曜
日

　

午
前　

時
〜
午
後
９
時

10

休
館
日　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

　

合
は
、
翌
日
の
火
曜
日
）

年
末
年
始（　

月　

日
〜
１
月
４
日
）

12

28

利
用
料
金　

�
�
�
�
�
�
�
�
�

※
３
歳
未
満
は
無
料
で
す
。

館
長
か
ら
ひ
と
言　

�
�
�
�
�
�

　

『
牡
鹿
交
流
セ
ン
タ
ー  
Ｈ
Ｏ
Ｔ  

』

　

ほ
っ
と
ま
る

は
、
多
く
の
人
が
集
い
、
そ
し
て

�
こ
こ
ろ
�
も
�
か
ら
だ
�
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
牡
鹿
の
景
色
も
堪
能
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

幼　児
小・

中学生

一般・

高校生
施設

200円300円600円全　館

200円200円500円プール

100円200円400円浴　室

��300円トレー
ニング

温水プール

図書館

トレーニングコーナー 休憩室


